
令和5年7月発行

第69号巻頭言  ２
令和５年度通常総会  ４
第 11回全国内水面漁業振興功績者表彰  ４
内水面漁業振興議員連盟　総会  ５
全内漁連開催の各会議について
　監事会、総務委員会、理事会を開催  ６
　ブロック会議を開催  ６
　カワウ対策の第 1回検討委員会を開催  ７
　外来魚対策の第 1回検討委員会を開催  ８
令和５度第１回全国事務担当者研修会  10
釣りに思うところ  12
やるぞ内水面！～内水面漁協は何を目指すか？
　　　　　　　　　　　関係者にお願いしたいこと～  13
我が水産試験場（（地独）青森県産業技術センター内水面研究所）  16

気になる研究結果（近自然河川研究所）  18
排水路は、お好き？  20
水産用ワクチンの拡充に向けた農林水産省の取り組み  22
内水面漁協（第 39回）  24
愛しきアユ（第 42回）  25
ウナギ生息環境改善支援事業  26
水産多面的機能発揮対策支援事業  27
日光支所から  28
カワウの全国一斉対策の取り組みについて（第 10回）  29
新会長の紹介  29
業務日誌  30
全国内水面漁連の新事務体制について  31
新聞記事から  31
編集後記  31

～カワウ被害対策・外来魚駆除でご活用ください！～
全内HP・水産庁HP（内水面に関する情報）にてダウンロード出来ます

刊 行 物 案 内

パンフレットＡ４両面

全内で釣り人向けの普及啓発用
パンフレットを作成しています
申込は、各県漁連でのとりまとめをおねがいしています。その都度
で申込が可能で、100枚からご希望のクレジットで作成できます。
詳しくはお問い合わせください。
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令
和
４
年
度
の
事
業
終
了
に
伴
い
、
５
年
６
月
27
日
午
後
１

時
半
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
の
全
国
町
村
会
館
ホ
ー
ル
に

お
い
て
５
年
度
の
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

渡
部
完
副
会
長
理
事
（
兵
庫
県
内
漁
連
会
長
）
が
開
会
を
宣

言
し
、
全
内
か
ら
滑
川
幸
男
会
長
代
理（
千
葉
県
内
漁
連
会
長
）

が
あ
い
さ
つ
、
水
産
庁
増
殖
推
進
部
の
廣
野
淳
部
長
よ
り
来
賓

の
あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。関
係
団
体
か
ら
は
（
一
社
）
大
日

本
水
産
会
の
内
海
和
彦
専
務
理
事
、（
一
社
）全
国
さ
け
・
ま
す

増
殖
振
興
会
の
内
海
邦
夫
専
務
理
事
、（
公
社
）日
本
水
産
資
源

保
護
協
会
の
遠
藤
進
専
務
理
事
、
水
産
庁
栽
培
養
殖
課
か
ら
２

名
の
方
々
に
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
敏
夫
氏
（
静
岡
県
内
漁
連
会
長
）
を
議
長
に
選
出
し
議

案
審
議
に
入
り
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
７
号
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
11
回
全
国
内
水
面
漁
業
振
興
功
績
者
表
彰
に
つ
い
て
は
、

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
４
名
の
方
々

が
受
賞
し
ま
し
た
（
下
段
参
照
）。受
賞
者
の
功
績
等
報
告
を
行

い
、
出
席
の
あ
っ
た
該
当
県
の
漁
連
出
席
者
に
賞
状
と
記
念
品

を
授
与
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
山
端
武
彦
副
会
長
理
事（
三
重
県
内
漁
連
会
長
）の

閉
会
の
辞
に
よ
り
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
例
年
開
催
し
て
い
る
内
水
面
漁
業
振
興
議
員
連
盟
と

の
合
同
懇
談
会
は
開
催
を
中
止
し
ま
し
た
。

通
常
総
会
議
案

第
１
号
議
案　

　

令
和
４
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

　

令
和
４
年
度
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
３
号
議
案  

　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
決
定
の
件

第
４
号
議
案  

　

令
和
５
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件

第
５
号
議
案  

　

令
和
５
年
度
に
お
け
る
役
員
の
報
酬
額
決
定
の
件

第
６
号
議
案  

　

令
和
５
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
７
号
議
案  

　

令
和
５
年
度
借
入
金
限
度
額
決
定
の
件

第
11
回
全
国
内
水
面
漁
業
振
興
功
績
者
表
彰

●
千
葉
県
内
水
面
漁
連　
　
　
　
　
　
　

理
事　

粕
谷　

清
氏

【
功
績
概
要
】 

連
合
会
理
事
と
し
て
14
年
に
亘
り
ア
ユ
放
流
担

当
理
事
と
し
て
尽
力
、他
の
役
員
な
ど
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、高

い
評
価
を
得
て
い
る
。ま
た
、近
年
は
カ
ワ
ウ
に
よ
る
食
害
被
害

対
策
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、漁
協
の
一
員
と
し
て
、追
払
い
や

上
総
有
害
駆
除
隊
と
一
緒
に
駆
除
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
評
価
さ
れ
る
。

●
板
取
川
上
流
漁
協（
岐
阜
県
） 　
　
　
　

理
事　

三
島
善
伸
氏

【
功
績
概
要
】 

平
成
26
年
か
ら
、漁
協
理
事
・
管
理
委
員
長
と
し

て
、
組
合
運
営
に
尽
力
。特
に
組
合
の
重
点
対
策「
カ
ワ
ウ
被
害

対
策
」で
は
中
心
的
役
割
を
担
い
、
毎
年
５
月
の「
カ
ワ
ウ
駆
除

重
点
期
間
」
は
、
猟
友
会
員
・
組
合
役
員
と
し
て
早
朝
よ
り
積

極
的
に
出
動
し
、大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。令
和
４
年
度
に

は
、合
計
１
９
６
回
出
動
、74
羽
を
捕
獲
し
た
こ
と
は
評
価
さ
れ

る
。

●
岐
阜
県
漁
連　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局　

太
田
直
美
氏

【
功
績
概
要
】 

カ
ワ
ウ
に
よ
る
魚
類
の
食
害
対
策
に
対
す
る
功

績
。積
極
的
に
カ
ワ
ウ
駆
除
に
あ
た
る
一
方
、
令
和
４
年
度
に
は

福
井
県
、三
重
県
に
お
い
て
、「
カ
ワ
ウ
対
策
等
」に
つ
い
て
の
講

演
を
行
う
な
ど
、
岐
阜
県
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
数
他
県
に
積
極

的
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
る
。

●
静
岡
県
内
水
面
漁
連　
　
　
　
　
　
　

理
事　

朝
倉
穂
積
氏

【
功
績
概
要
】 

平
成
26
年
に
理
事
に
就
任
し
、傘
下
漁
協
の
組
合

員
な
ど
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
常
に
連
合
会
の
業
務
に
誠
実
さ

を
も
っ
て
務
め
、高
い
評
価
を
得
て
い
る
。振
興
大
会
開
催
県
理

事
と
し
て
特
に
、観
光
盛
期
の
な
か
、大
会
会
場
や
宿
泊
施
設
の

確
保
を
早
期
に
行
い
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
進
行
管
理
や
関
係
者

と
の
連
絡
調
整
を
綿
密
に
行
い
、大
会
の
成
功
に
貢
献
し
た
。

内
水
面
漁
業
振
興
議
員
連
盟
　
総
会

　

令
和
５
年
６
月
７
日
、
参
議
院
議
員
会
館
に
お
い
て
、
内
水

面
漁
業
振
興
議
員
連
盟
（
以
下
：
内
水
面
議
連
）
の
総
会
が
開

か
れ
、全
内
か
ら
は
、会
長
代
理
の
滑
川
幸
男
氏（
千
葉
）、副
会

長
理
事
の
渡
部
完
氏（
兵
庫
）・
宮
田
幸
一
氏（
鹿
児
島
）、
理
事

の
松
元
平
吉
氏（
群
馬
）・
皆
川
雄
二
氏（
新
潟
）、
中
奥
龍
也
専

務
理
事
及
び
事
務
局
が
、関
係
省
庁
か
ら
は
、農
林
水
産
省（
水

産
庁
・
農
村
振
興
局
）、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
、
経
済
産
業
省

の
担
当
者
が
出
席
し
ま
し
た
。開
会
に
当
た
っ
て
、内
水
面
議
連

の
城
内
実
幹
事
長（
衆
：
静
岡
）及
び
、
全
内
の
滑
川
幸
男
会
長

代
理
、
水
産
庁
の
廣
野
淳
増
殖
推
進
部
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

内
水
面
議
連
の
斎
藤
洋
明
事
務
局
長
（
衆
：
新
潟
）
の
議
事

進
行
の
下
、
水
産
庁
の
生
駒
潔
内
水
面
漁
業
振
興
室
長
か
ら

は
、内
水
面
漁
業
関
連
の
各
予
算
と
事
業
に
つ
い
て
、全
内
か
ら

は
、
専
務
理
事
よ
り
、
昨
年
の
静
岡
県
伊
東
市
で
開
催
し
た
振

興
大
会
で
採
択
さ
れ
た
８
つ
の
議
案
に
つ
い
て
３
月
10
日
に
内

水
面
漁
業
の
施
策
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
担
当
省

庁
か
ら
回
答
を
得
た
旨
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
、出
席
し
た
役
員

か
ら
は
現
場
に
お
け
る
内
水
面
漁
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

【
出
席
役
員
か
ら
の
発
言
概
要
】

・
渡
部
副
会
長
理
事
：
漁
業
権
の
免
許
更
新
や
、
内
水
面
振
興

法
が
施
行
さ
れ
て
10
年
と
な
る
本
年
、
山
積
す
る
課
題
に
ご
支

援
い
た
だ
き
た
い
。や
る
ぞ
内
水
面
事
業
や
ウ
ナ
ギ
生
息
環
境

改
善
事
業
に
つ
い
て
は
今
年
度
終
了
す
る
が
、
次
年
度
は
こ
れ

ら
に
代
わ
る
予
算
を
確
保
い
た
だ
き
、
後
退
す
る
こ
と
の
無
い

よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

・
宮
田
副
会
長
理
事
：
カ
ワ
ウ
の
定
額
は
特
例
だ
っ
た
と
説
明

を
受
け
て
い
る
が
、
追
い
払
い
に
つ
い
て
も
定
額
補
助
を
認
め

て
い
た
だ
き
た
い
。２
級
河
川
は
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
の
た

め
、
カ
ワ
ウ
駆
除
活
動
等
に
つ
い
て
河
川
敷
の
占
有
権
許
可
等

を
得
る
た
め
時
間
が
か
り
、期
を
逸
す
る
こ
と
も
あ
る
。柔
軟
な

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

・
皆
川
理
事
：
漁
業
権
の
免
許
更
新
に
あ
た
っ
て
漁
協
が
消
滅

し
て
自
由
に
釣
り
が
出
来
る
河
川
と
、
漁
協
の
あ
る
河
川
と
で

不
合
理
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。洋
上

風
力
発
電
に
つ
い
て
は
海
面
と
内
水
面
の
繋
が
り
を
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
内
水
面
漁
業
者
の
意
見
も
反
映
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

・
松
元
理
事
：
前
回
の
総
会
で
も
発
言
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

最
高
裁
の
判
例
と
し
て
２
０
０
ｍ
以
内
に
人
家
が
約
10
軒
あ
る

場
所
で
は
銃
猟
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。一
般
狩
猟
と
し
て
の
禁

止
は
理
解
で
き
る
が
、
行
政
と
し
て
駆
除
活
動
を
行
う
場
合
は

認
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

内
水
面
議
連
の
議
員
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

【
出
席
議
員
か
ら
の
発
言
概
要
】

・
片
山
さ
つ
き
氏（
参 

比
例
）：
カ
ワ
ウ
の
保
護
・
駆
除
・
管
理

に
つ
い
て
、運
用
が
固
い
と
現
場
で
活
用
し
に
く
く
残
念
。洋
上

風
力
に
つ
い
て
は
内
水
面
漁
協
と
の
話
し
合
い
が
海
面
と
同
様

か
疑
問
。 

・
清
水
真
人
氏（
参 

群
馬
）：
カ
ワ
ウ
の
追
い
払
い
で
は
被
害
が

拡
大
す
る
一
方
だ
。捕
っ
て
減
ら
し
て
か
ら
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
等

の
対
策
を
行
う
の
が
よ
い
。銃
器
に
よ
る
対
策
に
対
し
て
各
省

庁
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
た
い
。シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
も
人
手
不
足
が
あ
り
、
技
術
者
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

・
中
曽
根
弘
文
氏（
参 

群
馬
）：
２
０
０
ｍ
以
内
禁
止
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
れ
ば
安
全
と
解
釈
で
き
る
の
か
、
ど
う

し
た
ら
解
決
し
て
い
け
る
か
、シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
も
確
認
し
た
い
。

・
猪
口
邦
子
氏
（
参 

千
葉
）：
地
方
創
生
の
一
環
の
中
で
浜
か
つ

プ
ラ
ン
の
利
用
や
多
面
的
機
能
と
し
て
内
水
面
も
受
け
皿
と
な

る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。

・
城
内 

実
氏
（
衆 

静
岡
）：
猟
銃
の
禁
止
区
域
に
つ
い
て
は
警

察
庁
等
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
る
な
ど
の
調
整
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
の
担
当
者
よ
り
現
状

と
対
応
策
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。環
境
省
か
ら
は
、滋
賀

県
で
試
験
的
に
実
施
し
た
住
宅
近
く
の
コ
ロ
ニ
ー
の
銃
器
に
よ

る
駆
除
例
に
つ
い
て
報
告
、
ど
の
よ
う
な
形
で
安
全
を
確
保
し

て
い
く
の
か
、
実
証
結
果
を
元
に
検
討
す
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
内
水
面
議
連
の
城
内
幹
事
長
が
「
河
川
環
境
や
生

態
系
の
維
持
の
他
、
楽
し
む
観
光
資
源
と
し
て
の
内
水
面
漁
業

が
あ
る
。児
童
へ
の
内
水
面
教
育
に
も
文
科
省
に
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
き
た
い
。洋
上
風
力
の
他
に
も
小
水
力
発
電
の
問
題

も
あ
り
、我
々
も
ど
の
様
な
問
題
が
あ
る
か
勉
強
し
て
行
く
。近

い
う
ち
に
、現
場
に
も
足
を
運
び
た
い
と
考
え
て
い
る
」と
挨
拶

さ
れ
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
出
席
議
員
】五
十
音
順（
敬
称
略
）

本
人
出
席
21
名

（
衆
）	

井
林
辰
憲
・
今
枝
宗
一
郎
・
う
え
の
賢
一
郎

	

大
塚　

拓
・
城
内　

実
・
斎
藤
洋
明
・
高
見
康
裕

	

田
畑
裕
明
・
塚
田
一
郎
・
葉
梨
康
弘
・
林　

幹
雄

	

堀
内
詔
子
・
簗　

和
生
・
八
木
哲
也

（
参
）	

猪
口
邦
子
・
江
島　

潔
・
片
山
さ
つ
き
・
清
水
真
人

	

高
橋
克
法
・
中
曽
根
弘
文
・
舞
立
昇
治

代
理
人
出
席
30
名斎藤事務局長 城内幹事長

渡部副会長
（開会の辞）

滑川会長代理
（全内あいさつ）

山端副会長
（閉会の辞）

水産庁　廣野部長
（来賓あいさつ）

功績者表彰の様子
（千葉県・滑川会長代理・岐阜県・静岡県・廣野部長）

議長を務めた静岡県内漁連の鈴木会長

滑川会長代理水産庁廣野部長

出席した全内理事

令
和
５
年
度
通
常
総
会
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前
回
は
収
入
の
内
訳
で
し
た
。今
回
は
支
出
の
内
訳
で
す
。

　

前
回
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
内
水
面
漁
協
が
基
本
的
に
行
っ

て
い
る
事
業
は
指
導
事
業
で
す
が
、そ
の
他
に
購
買
事
業（
例
：

組
合
員
や
遊
漁
者
へ
の
漁
具
や
釣
り
具
の
販
売
）
や
販
売
事

業
（
例
：
組
合
員
や
遊
漁
者
の
漁
獲
物
の
買
い
取
り
販
売
、
お

と
り
ア
ユ
の
販
売
）、
漁
場
利
用
事
業（
例
：
釣
り
堀
の
経
営
）、

漁
業
自
営
事
業
（
例
：
漁
業
や
養
殖
業
）
を
行
っ
て
い
る
漁
協

が
あ
り
ま
す
。加
工
事
業（
例
：
漁
獲
物
の
加
工
販
売
）を
行
っ

て
い
る
漁
協
も
あ
り
ま
す
。前
回
、
私
が
知
る
限
り
共
済
事
業

（
例
：
各
種
保
険
）
を
行
っ
て
い
る
漁
協
は
あ
り
ま
せ
ん
と
お

話
し
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
漁
協
が

２
つ
見
つ
か
り
ま
し
た
。信
用
事
業
（
例
：
貯
金
の
受
け
入
れ

や
融
資
）
を
行
っ
て
い
る
漁
協
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。収
入
と
違
っ
て
、
支
出
に
は
組
合
運
営
経
費
も
あ
り

ま
す
。

　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
事
業
年
度
の
全
国
の
内
水
面
漁
協
の

支
出
の
合
計
の
内
訳
を
右
記
の
事
業
と「
事
業
外
」（
水
産
業
協

同
組
合
法
で
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
右
記
の
事
業
以
外
の

こ
と
）お
よ
び「
組
合
運
営
」の
項
目
別
に
示
し
た
も
の
が
表
１

で
す
。そ
の
年
度
に
内
水
面
漁
協
は
全
国
に
８
１
３
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
５
１
５
漁
協（
63･

３
％
）に
つ
い
て
全
内
漁
連
さ
ん

の
ご
協
力
の
も
と
分
析
し
ま
し
た
。

　

支
出
額
の
割
合
が
最
も
高
い
項
目
は
組
合
運
営
で
、
割
合

は
40
・
９
％
で
し
た
。そ
の
次
に
割
合
が
高
い
の
は
指
導
事
業

で
割
合
は
39
・
２
％
で
あ
り
、
そ
れ
ら
２
つ
で
全
支
出
額
の
約

80
％
を
占
め
ま
し
た
。次
い
で
割
合
が
高
い
の
は
事
業
外
の

11
・
３
％
で
、購
買
事
業
や
販
売
事
業
、漁
場
利
用
事
業
、漁
業

自
営
事
業
な
ど
の
割
合
は
４
％
未
満
で
し
た
。

　

前
回
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、内

水
面
で
は
事
業
と
し
て
指
導
事
業

の
み
を
行
っ
て
い
る
漁
協
が
全
体

の
約
２
／
３
を
占
め
ま
す
。そ
こ
で

次
に
、指
導
事
業
の
み
を
行
っ
て
い

る
３
５
７
漁
協
に
つ
い
て
分
析
し

ま
し
た
。指
導
事
業
の
み
を
行
っ
て

い
る
漁
協
で
も
事
業
外
と
組
合
運

営
の
支
出
が
あ
り
ま
す
。

　

表
２
の
よ
う
に
、指
導
事
業
の
み

を
行
っ
て
い
る
漁
協
で
支
出
額
の

合
計
の
割
合
が
高
い
項
目
と
割
合

は
順
に
、
増
殖
37
・
７
％
、
職
員
給

与
等
12
・
２
％
、
漁
場
管
理
９
・
１

％
、固
定
資
産
関
係
７
・
３
％
、役
員

報
酬
５
・
１
％
で
、
そ
れ
ら
以
外
は

５
％
未
満
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、一
般
的
な
内
水
面

漁
協
と
言
え
る
指
導
事
業
の
み
を

行
っ
て
い
る
漁
協
で
は
支
出
の
約

40
％
が
増
殖
、
約
10
％
が
漁
場
管
理
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
放

流
な
ど
の
増
殖
活
動
や
監
視
な
ど
の
漁
場
管
理
活
動
が
漁
協

の
経
営
的
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

役
員
報
酬
の
割
合
は
５
・
１
％
で
し
た
が
、
役
員
報
酬
の
支

出
額
が
０
円
と
い
う
漁
協
が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
報
酬
０
円
と
い
う
こ
と
は
、
組
合
長
さ
ん
や
理
事
さ
ん
が

無
報
酬
で
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ま
た
、た
い
て
い
の

漁
協
で
役
員
報
酬
の
額
は
１
人
当
た
り
年
に
数
万
円
で
し
た
。

遊
漁
者
の
中
に
は
、組
合
長
や
理
事
が
月
に
何
十
万
円
も
漁
協

か
ら
お
金
を
も
ら
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。多

く
の
組
合
長
さ
ん
や
理
事
さ
ん
が
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
お
金

を
も
ら
わ
ず
に
、
い
わ
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
か
た
ち
で

組
合
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

国
立
研
究
開
発
法
人
　水
産
研
究
・
教
育
機
構
　水
産
技
術
研
究
所

　環
境
・
応
用
部
門
　沿
岸
生
態
シ
ス
テ
ム
部
　副
部
長

東
京
海
洋
大
学
　非
常
勤
講
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村 

智
幸

漁
協
の
支
出
の
内
訳

　

増
水
時
の
話
で
す
。と
あ
る
梅
雨
の
日
、
庄
川
中
流
域
に
あ

る
河
川
敷
を
右
岸
側
か
ら
入
っ
て
左
岸
側
に
あ
る
流
れ
の
内

側
（
溜
ま
り
）
部
分
で
ア
ユ
の
毛
鉤
釣
り
を
し
て
い
ま
し
た
。ポ

ツ
ポ
ツ
と
釣
れ
て
い
た
の
で
す
が
、あ
る
時
、増
水
を
知
ら
せ
る

関
西
電
力
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
し
た
。（
増
水
と
言
っ
て
も
、

何
ト
ン
放
水
す
る
か
分
か
ら
な
い
し
、
そ
れ
に
こ
こ
ま
で
到
達

す
る
に
は
多
少
の
時
間
が
か
か
る
か
ら
）と
、
高
を
括
っ
て
、
釣

り
を
続
け
て
い
ま
し
た
。す
る
と
急
に
流
れ
て
く
る
ゴ
ミ
な
ど

が
増
え
て
き
て
い
る
の
に
気
が
付
き
ま
し
た
。（
水
が
増
え
て
い

る
。こ
れ
は
い
か
ん
。す
ぐ
に
釣
り
を
止
め
て
引
き
返
そ
う
）
と

思
っ
て
、慌
て
て
仕
掛
け
を
仕
舞
っ
て
、ジ
ム
ニ
ー
に
乗
り
込
ん

で
引
き
返
し
ま
し
た
。す
る
と
、
右
岸
側
に
あ
っ
た
、
来
る
時
に

は
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
の
流
れ
だ
っ
た
の
が
、
小
川
の
よ
う
に
流
れ

て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。一
瞬
、
顔
が
青
ざ
め
ま
し
た
が
、

も
う
、
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。（
ジ
ム
ニ
ー
な
ら
何
と
か
な
る

だ
ろ
う
）と
突
っ
込
み
ま
し
た
が
、
一
瞬
、
車
体
が
浮
い
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。（
駄
目
か
）と
思
っ
た
そ
の
時
に
、
ま
た
、
車
輪

が
川
底
の
石
を
捉
え
た
の
で
事
な
き
を
得
ま
し
た
。と
に
か
く
、

増
水
時
に
は
無
理
を
し
な
い
こ
と
、ま
た
、車
で
河
川
敷
の
奥
深

く
ま
で
入
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。慢
心
と
自
惚
れ
は

大
敵
で
す
。

　

次
も
増
水
時
の
話
で
す
。体
力
も
気
力
も
あ
っ
た
か
な
り
若

い
頃
、庄
川
が
増
水
し
て
濁
り
、暫
く
釣
り
が
で
き
る
状
態
で
は

な
か
っ
た
の
で
、あ
る
休
日
の
夕
方
近
く
に
、投
網
を
打
ち
に
庄

川
に
行
き
ま
し
た
。岸
か
ら
投
網
を
打
っ
て
い
て
、
ち
ら
ほ
ら
獲

れ
た
の
で
す
が
、増
水
で
打
つ
場
所
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、も

う
打
つ
と
こ
ろ
が
な
く
な
り
ま
し
た
。そ
れ
で
、ふ
と
沖
側
を
見

る
と
中
州
の
手
前
に
島
の
よ
う
な
部
分
が
あ
り
、
そ
の
周
り
の

流
速
は
比
較
的
遅
い
の
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。そ
の
時
の
庄

川
の
水
量
は
、
普
段
の
水
量
の
３
～
４
倍
は
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。そ
れ
で
も
、
何
と
か
、
そ
の
島
ま
で
渡
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
し
た
。そ
れ
で
斜
め
下
流
方
向
に
降
り
な
が
ら
行
く
と
、苦
も

無
く
渡
れ
ま
し
た
。そ
の
島
は
や
は
り
誰
も
入
っ
て
い
な
か
っ

た
ら
し
く
、投
網
を
打
て
ば
必
ず
数
匹
の
ア
ユ
が
入
り
ま
し
た
。

（
こ
れ
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
）と
ほ
く
そ
笑
ん
で
、し
ば
ら
く
の
間
、夢

の
境
地
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
、
曳
き
舟
も
ア
ユ
で
一
杯
に
な
っ
た
頃
、
も
う
、
岸
に

戻
ろ
う
と
、
川
の
中
を
上
流
に
向
か
っ
て
歩
き
だ
し
た
そ
の
時

で
す
。（
お
か
し
い
な
。思
う
よ
う
に
進
め
な
い
ぞ
）。上
流
に
進

め
ば
進
む
ほ
ど
、
水
深
も
深
く
な
り
、
水
の
抵
抗
も
強
く
感
じ

ま
す
。心
無
し
か
、水
量
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
き
ま
し

た
。限
り
な
い
不
安
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。懸
命
に
少
し
ず
つ
足

を
動
か
し
続
け
ま
し
た
が
、あ
る
地
点
で
限
界
を
感
じ
ま
し
た
。

周
り
を
見
渡
す
と
、何
事
も
な
く
、堤
防
を
普
通
に
車
が
走
っ
て

い
ま
す
。携
帯
電
話
で
も
持
参
し
て
い
れ
ば
、知
り
合
い
の
川
漁

師
に
電
話
し
て
、
川
舟
で
も
出
し
て
も
ら
う
の
に
と
思
っ
て
も
、

投
網
漁
中
に
携
帯
電
話
な
ど
持
ち
歩
き
ま
せ
ん
。（
こ
ん
な
と
こ

ろ
で
、命
を
落
と
す
の
か
）な
ど
と
い
う
不
安
が
脳
裏
を
か
す
め

ま
す
。　

　

で
、
あ
る
瞬
間
、
意
を
決
し
て
、
岸
に
向
か
っ
て
横
に
進
み
ま

し
た
。横
に
進
ん
で
い
て
も
水
の
勢
い
で
流
さ
れ
ま
す
か
ら
、
下

流
に
少
し
ず
つ
下
が
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。川
の
流
れ
の
抵
抗

に
何
と
か
耐
え
な
が
ら
、必
死
の
思
い
で
進
ん
で
、次
の
荒
瀬
の

入
り
口
の
数
十
セ
ン
チ
と
い
う
手
前
で
、
間
一
髪
で
岸
に
た
ど

り
着
け
ま
し
た
。そ
の
時
に
は
、何
か
本
当
に
生
き
返
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
家
に
帰
っ
て
妻
に
話
す
と
無
茶

苦
茶
叱
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
訓
と
し
て
は
、中
州
な
ど
に
渡
る
時
に
は
、上
流
も
し

く
は
横
に
進
ん
で
も
普
通
に
渡
れ
る
時（
場
所
）で
し
か
渡
っ
て

は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。で
な
い
と
、
戻
っ
て
来
れ
な
い
場

合
も
生
じ
ま
す
。ま
た
、
私
は
そ
の
時
、
曳
き
舟
も
投
網
も
手
に

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、後
か
ら
考
え
た
ら
当
然
、戻
る
際
に
は
２

つ
と
も
手
放
す
べ
き
で
し
た
。命
と
ア
ユ
や
投
網
を
引
き
換
え

に
で
き
ま
せ
ん
。釣
り
や
網
漁
に
は「
過
分
な
欲
」は
禁
物
で
す
。

こ
の
件
に
限
ら
ず
、「
欲
に
目
が
く
ら
む
」と
、ろ
く
な
結
果
に
な

ら
な
い
の
が
世
の
常
で
す
ね
。

第
四
十
一
回

富
山
県
農
林
水
産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
水
産
研
究
所

　所
長　

田
子

　泰
彦

愛
し
き

ア
ユ
釣
り（
漁
）に
伴
う
危
険（
中
編
）

項目 金額計（千円） 割合（％）

指導事業 2,235,786 48.7 指導事業内訳 金額計（千円） 割合（％） 計（％）

教育情報 32,495 0.7

増殖 1,728,936 37.7

漁場管理 419,033 9.1

その他 55,322 1.2 48.7

事業外 494,857 10.8 事業外内訳 金額計（千円） 割合（％） 計（％）

税金関係 69,240 1.5

固定資産関係 335,403 7.3

その他 90,214 2.0 10.8

組合運営 1,855,693 40.5 組合運営内訳 金額計（千円） 割合（％） 計（％）

役員報酬 234,204 5.1

職員給与等 560,844 12.2

旅費交通費 91,879 2.0

事務費 187,626 4.1

業務費 217,608 4.8

施設費 172,670 3.8

諸税負担金 180,960 4.0

減価償却費 102,890 2.2

その他 107,012 2.3 40.5

計 4,586,336 100

項目 金額計（千円） 割合（％）

購買事業 123,118 1.2

販売事業 158,250 1.5

漁場利用事業 197,125 1.9

漁業自営事業 397,023 3.8

指導事業 4,104,332 39.2

事業外 1,186,602 11.3

組合運営 4,289,481 40.9

その他（加工事業、共済事業） 17,614 0.2

計 10,473,545 100

表 1　2017（平成 29）事業年度の内水面漁協の支出の内訳（事業別、515 漁協）

表 2　�2017（平成 29）事業年度の内水面漁協の支出の内訳（指導事業のみ
の漁協、357 漁協）
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